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弓ゆ

籠ご

手て

は
、
弓
を
射
る
と
き
に
使
用
す
る
肩
か
ら
腕
を

覆
う
布
ま
た
は
革
製
の
道
具
で
、
着
物
の
袖
が
弓ゆ

弦づ
る

に
当

た
る
の
を
防
ぐ
も
の
で
す
。
写
真
の
よ
う
に
肩
全
体
を
覆

う
も
の
は
、狩
や
流や

鏑ぶ
さ

馬め

な
ど
の
と
き
に
着
用
し
ま
し
た
。

　

写
真
の
弓
籠
手
は
、
彦
根
藩
井
伊
家
に
伝
わ
っ
た
も
の

で
す
。
絹
を
織
っ
た
艶つ

や

の
あ
る
朱
色
の
生
地
に
、
井
伊
家

の
家
紋
で
あ
る
丸
に
橘

た
ち
ば
な

紋も
ん

と
井い

桁げ
た

紋も
ん

を
金
箔
で
表
し
、

縞
状
に
置
か
れ
た
草
花
文
に
は
銀
箔
を
用
い
ま
す
。
朱
色

に
金
銀
の
箔
が
映
え
、
華
や
か
な
印
象
を
受
け
ま
す
。

　

こ
の
弓
籠
手
に
用
い
ら
れ
て
い
る
彩
色
の
う
ち
、
地
の

朱
色
と
家
紋
の
金
色
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
、「
井
伊
の

赤
備
え
」
と
通
称
さ
れ
る
朱
色
の
甲
冑
に
金
色
の
兜
の
装

飾
を
付
け
た
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。制
作
し
た
際
に
も
、

そ
れ
を
意
識
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
家
紋
の
配
置
も
特
徴
的
で
、
橘
紋
は
前
面
と
背

面
に
一
つ
ず
つ
入
れ
ま
す
が
、
井
桁
は
袖
山
を
活
か
し
て

半
分
に
折
る
よ
う
に
表
し
ま
す
。
井
伊
家
伝
来
品
に
は
、

同
様
の
構
図
を
取
り
入
れ
た
弓
籠
手
が
三
手
確
認
で
き
、

橘
紋
の
一
部
に
わ
ず
か
な
差
異
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
異
な

る
制
作
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
単
純
に
家
紋
を

並
べ
る
の
で
は
な
く
、
あ
え
て
井
桁
に
変
化
を
加
え
た
構

図
を
選
択
し
、
そ
れ
が
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
て
き
た
こ
と

は
、
注
目
す
べ
き
点
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

                                                            （
古
幡 

昇
子
）
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展　

示　

案　

内
　

月

～

３
月

●●常設展示●●

“ ほんもの ” との出会い
－彦根藩井伊家伝来の大名道具を中心に 80 点あまりを展示－

展示室２～３、５～６

美
術
編

第
２
回　

湖
東
焼
の
魅
力

～
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
る
鳴
鳳
の
水
指
～

湖
東
焼
の
絵
付
師
鳴
鳳
の
名
作
、
赤
絵
金
彩
芦
雁
図
水

指
を
取
り
上
げ
、
そ
の
魅
力
を
解
き
明
か
し
ま
す
。

■
日
時　

１
月
18
日
（
土
）
14
時
～
14
時
50
分

■
講
師　

奥
田
晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
会
場　

当
館
講
堂
、
展
示
室

■
資
料
代　

１
０
０
円
※
別
に
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

■
定
員　

25
名

■
申
込
方
法　

　

往
復
は
が
き
往
信
の
裏
面
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

　

号
を
、
復
信
の
宛
名
面
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、「
入

　

門
講
座
美
術
編
係
」
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
定

　

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）。

■
申
込
期
間　

12
月
１
日
（
日
）
～
20
日
（
金
）

　

当
日
消
印
有
効

歴
史
編

彦
根
藩
の
歴
史　

―

井
伊
家
と
家
臣
た
ち―

江
戸
時
代
の
彦
根
藩
政
は
、
井
伊
家

の
家
臣
で
あ
る
彦
根
藩
士
が
担
い
、

一
部
の
町
人
も
こ
れ
に
関
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
藩
主
井
伊
家
の
家

族
・
一
族
も
藩
の
中
で
一
定
の
役
割

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。本
講
座
で
は
、

彦
根
藩
政
に
関
わ
っ
た
人
々
の
全
体

像
を
ま
と
め
て
紹
介
し
ま
す
。

■
日
程
・
内
容
・
講
師

　

２
月
８
日
（
土
）
13
時
～
15
時
50
分

　

第
１
講
「
井
伊
家
の
人
々
」　  

学
芸
員   

野
田 

浩
子

　

第
２
講
「
藩
士
」　　
　
　
　

  

学
芸
員   

青
木 

俊
郎

　

第
３
講
「
足
軽
と
町
人
代
官
」
学
芸
員   

渡
辺 

恒
一

※
各
講
50
分
で
行
い
ま
す
。
途
中
10
分
間
の
休
憩
を
挟

　

み
ま
す
。
１
講
の
み
の
受
講
も
全
講
通
し
て
の
受
講

　

も
可
能
で
す
。

■
会
場　

当
館 

能
舞
台
見
所

■
資
料
代　

３
０
０
円
（
彦
根
市
内
の
中
学
生
以
下
は

　

無
料
）
※
１
講
の
み
受
講
の
場
合
も
同
額
で
す
。

■
定
員　

１
２
５
名

■
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
往
信
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、

　

復
信
の
宛
名
面
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、「
入
門
講

　

座
歴
史
編
係
」
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
彦
根
城
博

　

物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。（
定

　

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）。

■
申
込
期
間　

平
成
25
年
12
月
１
日
（
日
）
～
平
成
26

　

年
１
月
24
日
（
金
）　

当
日
消
印
有
効

催
し◉ 

入
門
講
座 

◉

１２

11
/29

（金）

12/22
（日）

～

テーマ展

展
示
室
１

橘
と
井
桁　

―

彦
根
藩
主
井
伊
家
の
家
紋―

　

彦
根
藩
主
井
伊
家
は
、「
丸
に
橘

た
ち
ば
な」
と
、

井
の
字
を
直
線
化
し
た
「
井い

桁げ
た

」
を
家

紋
と
し
て
用
い
ま
し
た
。

　

武
家
の
家
紋
は
、
旗は

た

印じ
る
し

の
図ず

柄が
ら

が
起

源
と
い
わ
れ
ま
す
。
早
い
時
期
の
も
の

は
、
形
が
一
様
で
は
な

く
、
定
型
化
が
進
む
と
同

時
に
、
装
飾
も
加
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
橘
と
井
桁
が
あ

し
ら
わ
れ
た
品
々
を
紹
介
し
ま

す
。
形
の
違
い
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
に
意
匠
化
さ
れ
た
家
紋

を
じ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

金
箔
押
橘
形
馬
印

朱
地
井
桁
紋
纏

　

文ぶ
ん

政せ
い

十
二
年
（
一
八
二
九
）、
古
着
商

を
営
む
絹き
ぬ

屋や

半は
ん

兵べ

衛え

が
彦
根
で
始
め
た
や

き
も
の
は
、
天て
ん

保ぽ
う

十
三
年
（
一
八
四
二
）

に
彦
根
藩
が
窯
を
召
し
上
げ
て
直
営
化

し
、
井
伊
家
十
二
代
直な
お

亮あ
き

と
十
三
代
直な
お

弼す
け

の
も
と
で
大
い
に
発
展
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
や
き
も
の
は
、
後
に
湖
東

焼
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

湖
東
焼
は
、
藍
色
で
模
様
を
表
現
し
た

染
付
や
、
青
緑
色
で
全
面
を
彩
色
し
た
青

磁
、
赤
や
緑
な
ど
の
色
で
絵
付
し
た
色

絵
、
金
で
彩
っ
た
金
彩
な
ど
、
様
々
な
技

法
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で

も
、
赤
と
金
で
絵
付
し
た
赤
絵
金
彩
の
作

品
は
、
絵
付
師
鳴め
い

鳳ほ
う

や
幸こ
う

斎さ
い

、
自じ

然ね
ん

斎さ
い

、

床
山
な
ど
の
作
が
知
ら
れ
、
多
様
で
華
や

か
な
魅
力
に
満
ち
て
い
ま
す
。本
展
で
は
、

湖
東
焼
き
っ
て
の
名
絵
付
師
と
し
て
知
ら

れ
る
鳴
鳳
を
中
心
に
、
赤
絵
金
彩
の
優
品

を
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時　

１
月
11
日
（
土
）　

14
時
～

■
講
師　

奥
田
晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

◉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
◉

赤
絵
金
彩
芦
雁
図
水
指

展
示
室
１

湖

東

焼　

―

鳴め
い

鳳ほ
う

と
赤
絵
金

彩―

テーマ展

１
/ １
（水・祝）

１/28
（火）

～

利
用
案
内

■
開
館
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で

■
休
館
日

　

12
月
25
日
（
水
）

　
　

～
31
日
（
火
）

※
こ
の
ほ
か
、
展
示
替
の

　

た
め
一
部
休
室
す
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す

■
観
覧
料

　

一
般
５
０
０
円

　

小
・
中
学
生
２
５
０
円



美
術
編

第
２
回　

湖
東
焼
の
魅
力

～
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
る
鳴
鳳
の
水
指
～

湖
東
焼
の
絵
付
師
鳴
鳳
の
名
作
、
赤
絵
金
彩
芦
雁
図
水

指
を
取
り
上
げ
、
そ
の
魅
力
を
解
き
明
か
し
ま
す
。

■
日
時　

１
月
18
日
（
土
）
14
時
～
14
時
50
分

■
講
師　

奥
田
晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
会
場　

当
館
講
堂
、
展
示
室

■
資
料
代　

１
０
０
円
※
別
に
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

■
定
員　

25
名

■
申
込
方
法　

　

往
復
は
が
き
往
信
の
裏
面
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

　

号
を
、
復
信
の
宛
名
面
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、「
入

　

門
講
座
美
術
編
係
」
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
定

　

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）。

■
申
込
期
間　

12
月
１
日
（
日
）
～
20
日
（
金
）

　

当
日
消
印
有
効

歴
史
編

彦
根
藩
の
歴
史　

―

井
伊
家
と
家
臣
た
ち―

江
戸
時
代
の
彦
根
藩
政
は
、
井
伊
家

の
家
臣
で
あ
る
彦
根
藩
士
が
担
い
、

一
部
の
町
人
も
こ
れ
に
関
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
藩
主
井
伊
家
の
家

族
・
一
族
も
藩
の
中
で
一
定
の
役
割

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。本
講
座
で
は
、

彦
根
藩
政
に
関
わ
っ
た
人
々
の
全
体

像
を
ま
と
め
て
紹
介
し
ま
す
。

■
日
程
・
内
容
・
講
師

　

２
月
８
日
（
土
）
13
時
～
15
時
50
分

　

第
１
講
「
井
伊
家
の
人
々
」　  

学
芸
員   

野
田 

浩
子

　

第
２
講
「
藩
士
」　　
　
　
　

  

学
芸
員   

青
木 

俊
郎

　

第
３
講
「
足
軽
と
町
人
代
官
」
学
芸
員   

渡
辺 

恒
一

※
各
講
50
分
で
行
い
ま
す
。
途
中
10
分
間
の
休
憩
を
挟

　

み
ま
す
。
１
講
の
み
の
受
講
も
全
講
通
し
て
の
受
講

　

も
可
能
で
す
。

■
会
場　

当
館 

能
舞
台
見
所

■
資
料
代　

３
０
０
円
（
彦
根
市
内
の
中
学
生
以
下
は

　

無
料
）
※
１
講
の
み
受
講
の
場
合
も
同
額
で
す
。

■
定
員　

１
２
５
名

■
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
往
信
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、

　

復
信
の
宛
名
面
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、「
入
門
講

　

座
歴
史
編
係
」
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
彦
根
城
博

　

物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。（
定

　

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）。

■
申
込
期
間　

平
成
25
年
12
月
１
日
（
日
）
～
平
成
26

　

年
１
月
24
日
（
金
）　

当
日
消
印
有
効

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

１月

＊
「
古
文
書
の
み
か
た
」
は
事
前
申
込
制
で
す
。

＊
新
年
は
１
月
１
日
か
ら
開
館
し
ま
す
。

展
示
室
１井

伊
直
弼
と
相
州
警
衛

　

弘こ
う

化か

四
年
（
一
八
四
七
）
二
月
、
来
航

相
次
ぐ
外
国
船
へ
の
対
策
と
し
て
、
江
戸

幕
府
は
彦
根
藩
に
対
し
て
相さ
が

模み
の

国く
に

三
浦
半

島
の
海
岸
警
備
を
命
じ
ま
し
た
（
相そ
う

州
し
ゅ
う

警け
い

衛え
い

）。
彦
根
藩
の
相
州
警
衛
は
、
警
備

地
が
変
更
と
な
る
嘉か

永え
い

六
年
（
一
八
五
三
）

十
一
月
ま
で
の
約
七
年
に
わ
た
り
続
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

警
衛
を
拝
命
し
た
当
時
、
世よ

継つ
ぎ

（
次
期

藩
主
）
の
身
分
で
あ
っ
た
直
弼
は
、
嘉
永

三
年
十
一
月
に
藩
主
と
な
っ
た
こ
と
で
、

警
衛
を
指
揮
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
展
示
で
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
た

彦
根
藩
の
相
州
警
衛
の
様
子
と
警
衛
に
対

す
る
直
弼
の
思
い
、
そ
し
て
直
弼
の
対
外

政
策
に
関
す
る
考
え
を
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
８
日
（
土
）　

14
時
～

■
講
師　

青
木
俊
郎
（
当
館
学
芸
員
）

◉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
◉

12月

「
湖
東
焼

―

鳴
鳳
と
赤
絵
金
彩―

」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

入
門
講
座 

美
術
編
②

古
文
書
の
み
か
た
⑧

18
土

12/23 ・ 24
展示替により一部休室

１/28 ～ 30

展示替により一部休室

弥
千
代
の
雛
道
具
の
う
ち

三
棚
と
駕
籠

別
段
存
寄
書
下
書

　

江
戸
時
代
、
大
名
家
で
は
、
姫
君
の

婚
礼
に
際
し
て
、
調
度
や
雛
道
具
な
ど

の
道
具
一
式
を
調
え
て
婚
家
に
持
参
す

る
慣
わ
し
が
あ
り
ま
し
た
。
安あ
ん

政せ
い

五
年

（
一
八
五
八
）、
井
伊
家
十
三
代
直な
お

弼す
け

の
息

女
弥や

千ち

代よ

（
一
八
四
六
～
一
九
二
七
）
が
、

高た
か

松ま
つ

藩は
ん

松ま
つ

平
だ
い
ら

家け

世せ
い

子し

頼よ
り

聡と
し

に
嫁
い
だ
際

に
も
、
大
揃
え
の
婚
礼
調
度
と
、
雛
と
雛

道
具
が
調
え
ら
れ
ま
し
た
。
雛
は
、
紙
製

の
衣
装
を
ま
と
い
、
丸
顔
に
引ひ
き

目め

鈎か
ぎ

鼻ば
な

を

描
い
た
愛
ら
し
い
立た
ち

雛び
な

で
す
。雛
道
具
は
、

婚
礼
調
度
の
精
巧
な
ミ
ニ
チ
ュ
ア
で
、
井

伊
家
の
家
紋
で
あ
る
橘
た
ち
ば
な

紋
と
松
竹
梅
の

模
様
が
表
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
弥
千
代
の
雛

と
雛
道
具
を
中
心
に
、
弥
千

代
の
婚
礼
調
度
と
し
て
調
え

ら
れ
た
駕か

籠ご

、
地
元
の
旧
家

に
伝
え
ら
れ
た
古こ

今き
ん

雛び
な

や
御ご

殿て
ん

飾
り
を
、
一
挙
に
公
開
し

ま
す
。

11
土

３
/ ７
（金）

４/ ８
（火）

～

テーマ展

直
弼
発
見
！

ペ
リ
ー
浦
賀
来
航
図

■
日
時　

２
月
１
日
（
土
）　

14
時
～

■
講
師　

奥
田
晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

◉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
◉

弥
千
代
の
雛
道
具
（
部
分
）

特別公開

１
/31
（金）

３/ ４
（火）

～

展
示
室
１

雛
と
雛
道
具

12/25 ～ 31　休館

２月

「
雛
と
雛
道
具
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

入
門
講
座 

歴
史
編

１
土

８
土

３月

「
直
弼
発
見
！

井
伊
直
弼
と
相
州
警
衛
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

８
土

テーマ展
湖東焼

－鳴鳳と赤絵金彩－

１/１～１/28

特別公開

雛と雛道具

１/31～３/４

テーマ展
直弼発見！

井伊直弼と相州警衛

３/７～４/８

　　　　　　　　３/ ５～６

展示替により一部休室

14
土

25
水
～
31
火　

休
館

テーマ展
橘と井桁

－彦根藩主井伊家の家紋－

11/29～12/22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

当
館
は
、
平
成
二
十
四
年
度
、
彦
根
出
身
で
お
も
に
名
古
屋

で
活
躍
し
た
江
戸
時
代
中
後
期
の
絵
師
、
張

ち
ょ
う

月げ
つ

樵
し
ょ
う

の
作
品
を

購
入
し
ま
し
た
。

　

彼
の
動
向
が
知
れ
る
一
次
資
料
は
多
く
は
な
く
、
生
涯
の
ま

と
ま
っ
た
記
述
と
し
て
は
、
管
見
の
範
囲
で
は
、
明
治
二
十
一

年
（
一
八
八
八
）
の『
扶
桑
画
人
伝
』が
最
も
古
く
、『
中
京
画
壇
』、

『
名
古
屋
市
史　

学
芸
編
』、北
村
寿
四
郎
『
近
江
人
物
志
』、『
名

古
屋
市
史　

人
物
編 

第
一
』『
新
編
愛
知
県
偉
人
伝
』
等
が
こ

れ
に
続
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
記
述
の
概
略
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。
張
月

樵
の
出
生
は
、
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）（
た
だ
し
明
和
二
年
、

一
七
六
五
年
の
説
も
あ
り
）、
地
は
彦
根
城
下
の
職
人
町
、
父
は

表
具
屋
総
兵
衛
で
し
た
。
京
に
出
て
、
同
じ
藩
領
内
の
坂
田

郡
醒
ヶ
井
村
出
身
の
市い

ち

川か
わ

君く
ん

圭け
い

、
後
に
松ま

つ

村む
ら

月げ
つ

渓け
い

（
後
の
呉ご

春
し
ゅ
ん

一
七
五
二
～
一
八
一
一
）
に
学
び
ま
し
た
。
月
樵
の
号
は
、
師
の

号
か
ら
一
字
を
い
た
だ
い
た
も
の
と
い
い
ま
す
。
寛
政
十
年

（
一
七
九
八
）、
円
山
応
挙
の
高
弟
の
長な

が

澤さ
わ

蘆ろ

雪せ
つ

（
一
七
五
四
～

九
九
）
と
東
国
に
遊
歴
し
よ
う
と
出
立
す
る
も
、
岐
阜
で
袂
を

分
か
ち
、
独
り
名
古
屋
に
入
り
ま
し
た
。
桜
之
町
霊
岳
院
に
寓

居
し
、
後
に
地
元
の
山や

ま

田だ

宮
き
ゅ
う

常じ
ょ
うの

画
才
を
慕
い
、
遺
族
に
親

し
ん
で
元
明
画
を
中
心
と
す
る
遺
墨
粉ふ

ん

本ぽ
ん

を
借
り
て
臨
模
し
、

宮
常
の
旧
居
を
継
ぎ
ま
し
た
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
六
月

二
十
二
日
、
六
十
一
歳
（
一
説
に
六
十
八
歳
）
で
没
し
、
名
古
屋

の
長
栄
寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、購
入
作
品
の
「
蔡さ

い

文ぶ
ん

姫き

帰
漢
図
」
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
本
作
は
、
中
国
の
故
事
に
取
材
し
た
も
の
で
、
天
下
混
乱

の
中
、
後
漢
の
蔡
文
姫
が
、
さ
ら
わ
れ
て
南
匈
奴
の
左さ

賢け
ん

王お
う

の

妻
と
な
っ
て
二
人
の
子
を
産
み
、
後
、
父
と
親
し
か
っ
た
武
将

の
曹そ

う

操そ
う

（
後
の
武
帝
）
の
助
け
に
よ
っ
て
帰
郷
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
話
で
、
こ
の
う
ち
の
帰
郷
の
場
面
を
描
い
て
い
ま

す
。
天
地
が
四
十
五
セ
ン
チ
と
い
う
大
ぶ
り
の
絵
巻
で
、
そ
こ

に
描
か
れ
た
三
十
セ
ン
チ
は
あ
る
大
き
く
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た

人
物
は
、
初
め
て
見
る
者
に
強
烈
な
印
象
を
与
え
ま
す
。

　

こ
の
異
様
と
も
言
え
る
画
風
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
で
し
ょ
う

か
。
土
坡
や
樹
木
の
表
現
は
、
蕪ぶ

村そ
ん

風ふ
う

の
南
画
の
影
響
が
強
く

う
か
が
え
ま
す
。
人
物
の
顔
貌
表
現
は
極
め
て
特
色
が
あ
り
、

左
右
の
目
は
極
端
に
離
れ
、
口
は
鼻
に
接
す
る
ほ
ど
近
く
、
顎

が
極
端
に
長
く
表
さ
れ
ま
す
。
衣
文
線
は
勢
い
よ
く
、
大
仰
気

味
。
陰
影
の
調
子
が
き
つ
い
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
一
見
す
る
と

中
国
画
の
直
接
的
な
影
響
下
で
描
か
れ
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ

ま
す
が
、
人
物
表
現
の
型
は
、
円ま

る

山や
ま

応お
う

挙き
ょ

を
源
流
と
す
る
円
山

四
条
派
の
範
疇
に
入
る
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
デ
フ
ォ
ル

メ
し
て
も
破
綻
を
感
じ
さ
せ
な
い
の
は
、
応
挙
式
の
本
格
的
な

写
生
の
学
習
を
し
た
た
め
で
し
ょ
う
か
。

　
『
扶
桑
画
人
伝
』
に
「
長
澤
芦
雪
ト
親
シ
ク
交
リ
信
ジ
テ
其

風
ヲ
得
タ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
月
樵
の
画
は
、
円
山
四
条
派

の
中
で
も
特
に
蘆
雪
の
画
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
蘆
雪
は
、
師
で
あ
る
応
挙
の
人
物
画
の
型
を
受
け
継

ぎ
つ
つ
も
、
の
び
の
あ
る
洒
脱
か
つ
機
知
あ
ふ
れ
る
画
を
世
に

送
り
出
し
ま
し
た
。
こ
の
延
長
線
上
に
あ
る
の
が
月
樵
の
画
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
蘆
雪
画
に
見
ら
れ
る
柔
ら
か
み
や
潤
い
は

薄
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
月
樵
の
師
の
呉
春
は
、
初
め
大お

お

西に
し

酔す
い

月げ
つ

に
師
事
し

た
後
、
与よ

謝さ

蕪ぶ

村そ
ん

の
門
に
転
向
し
て
明
清
画
も
取
り
入
れ
た
蕪

村
風
の
画
風
と
な
り
、
蕪
村
亡
き
後
は
応
挙
風
の
写
生
的
で
平

明
な
画
風
に
転
向
す
る
な
ど
、
実
に
多
様
な
画
風
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
既
述
の
通
り
、
月
樵
は
名
古
屋
時
代
に

元
明
の
画
を
臨
写
し
た
と
い
い
ま
す
。
一
体
月
樵
は
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
画
風
を
身
に
つ
け
、展
開
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
は
、

霧
の
中
で
す
。
当
時
の
混
沌
と
し
た
画
壇
の
中
に
あ
っ
て
は
そ

の
解
明
は
困
難
で
し
ょ
う
が
、
今
後
、
多
く
の
月
樵
作
品
が
見

い
だ
さ
れ
、
編
年
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ

て
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

様
々
な
画
風
を
身
に
つ
け
た
で
あ
ろ
う
月
樵
で
す
が
、
基
本

は
あ
く
ま
で
も
若
く
し
て
学
ん
だ
円
山
四
条
派
と
そ
れ
に
関
連

し
た
蕪
村
風
南
画
の
画
風
で
あ
っ
た
と
思
わ
せ
る
の
が
、
文
化

十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
不ふ

形け
い

画が

藪そ
う

』
の
存
在

で
す
。
所
収
の
三
十
一
の
月
樵
画
の
多
く
が
、
円
山
四
条
派
の

範
疇
に
入
る
と
捉
え
て
よ
く
、
特
に
花
鳥
画
に
そ
の
傾
向
が
顕

著
で
す
。「
蔡
文
姫
帰
漢
図
」
同
様
、
人
物
の
デ
フ
ォ
ル
メ
は

大
き
い
な
が
ら
も
破
綻

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
山
や
樹
木
表
現
は

や
は
り
同
様
に
蕪
村
風

の
南
画
体
で
す
。
時
に

月
樵
は
四
十
六
歳
、
既

に
種
々
の
画
を
学
ん
で

あ
ろ
う
齢
で
し
た
。

　

十
分
な
実
力
を
伴

い
、
人
気
の
あ
っ
た
絵

師
だ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
月
樵
の
本
格
的

な
研
究
が
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
の
は
、
主
な
活

躍
の
場
で
あ
る
名
古
屋

が
出
身
地
で
な
か
っ
た

た
め
で
し
ょ
う
か
。
今

後
、
総
合
的
な
調
査
研

究
が
行
わ
れ
、
正
当
に

評
価
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

                                                      　

   　

  （
髙
木  

文
恵
）

研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

絵
師
・
張
月
樵
の
画
風

蔡
文
姫
帰
漢
図
（
部
分
）
張
月
樵
筆　

当
館
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